
　
公
益
財
団
法
人
黒
田
緑
化
事

業
団
（
黒
田
耕
司
理
事
長
）
は
、

11
月
９
日
午
前
11
時
か
ら
大
阪

市
中
央
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ

オ
タ
ニ
大
阪
で
設
立
50
周
年
記

念
式
典
を
行
い
、
同
事
業
団
役

員
及
び
評
議
員
は
じ
め
黒
田

家
、
吉
村
洋
文
大
阪
府
知
事
、

横
山
英
幸
大
阪
市
長
及
び
府
下

市
町
村
長
の
代
表
、
植
樹
事
業

者
な
ど
約
70
人
が
出
席
、
設
立

以
来
、
寄
附
総
額
26
億
円
、
38

万
本
の
植
樹
活
動
を
顧
み
な
が

ら
、
今
後
も
大
阪
の
緑
化
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

　
式
典
は
、
ま
ず
50
年
の
歩
み

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
、
同
事
業

団
は
コ
ク
ヨ
の
株
１
０
０
万
株

を
基
に
、
14
年
間
に
わ
た
る
無

償
増
資
も
あ
っ
て
、
現
在
、
３

６
０
万
株
が
資
産
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
株
の
配
当
金
で
緑
化

事
業
を
展
開
、
そ
の
間
、
大
阪

市
及
び
大
阪
府
下
の
市
町
村
に

38
万
本
、
金
額
に
し
て
26
億
円

に
の
ぼ
る
植
樹
を
行
っ
て
き

た
。
具
体
的
に
は
事
業
団
設
立

時
の
昭
和
48
年
に

最
初
の
植
樹
と
し

て
、
天
王
寺
商
業

高
校
に「
け
や
き
」

を
寄
贈
、
セ
レ
モ

ニ
ー
と
し
て
全
校

生
徒
整
列
の
前
で

贈
呈
式
を
行
っ
た

こ
と
を
皮
切
り

に
、
大
規
模
植
樹

と
し
て
な
に
わ
筋

は
じ
め
、
大
阪
城

公
園
、
中
之
島
植

栽
工
事
、
花
と
緑

の
万
博
、
花
の
文

化
園
、
関
西
空
港
、
水
み
ら
い

セ
ン
タ
ー
、
中
之
島
に
ぎ
わ
い

の
森
、
中
之
島
バ
ラ
園
、
生
駒

山
系
花
屏
風
、
中
之
島
公
園
裁

判
所
前
、
緑
地
花
博
30
周
年
、

う
め
き
た
、
大
阪
・
関
西
万
博

静
け
さ
の
森
な
ど
数
々
の
植
樹

活
動
を
紹
介
。
ま
た
、
国
か
ら

は
こ
れ
ら
功
績
が
評
価
さ
れ
、

平
成
15
年
に
は
緑
化
功
労
賞
、

令
和
３
年
に
は
、
国
土
交
通
大

臣
表
彰
を
受
け
た
こ
と
も
披
露

し
た
。

　
こ
の
後
、黒
田
理
事
長
が「
私

の
父
が
生
前
よ
り
大
阪
に
は
緑

が
少
な
い
。
こ
の
少
な
い
緑
を

何
と
か
多
く
し
た
い
と
常
々

言
っ
て
お
り
、
父
の
没
後
、
遺

志
に
よ
り
１
９
７
３
年
に
当
財

団
が
設
立
さ
れ
た
。
初
代
理
事

長
は
住
友
銀
行
頭
取
の
浅
井
孝

二
様
、
二
代
目
は
コ
ク
ヨ
会
長

の
黒
田
暲
之
助
様
で
、
財
団
の

礎
を
築
き
発
展
の
道
筋
を
作
っ

て
も
ら
い
、
本
年
で
50
周
年
を

迎
え
た
。
そ
の
間
、
約
10
年
前

に
財
団
法
人
か
ら
公
益
法
人
化

し
た
。
基
本
財
産
は
先
ほ
ど
の

説
明
通
り
コ
ク
ヨ
の
株
式
で
、

こ
の
株
式
配
当
金
で
運
営
し
て

い
る
。
そ
し
て
コ
ク
ヨ
の
業
績

は
長
年
順
調
に
推
移
、
最
近
は

特
に
順
調
で
あ
り
嬉
し
く
思
う

し
、
本
日
出
席
の
黒
田
会
長
、

社
長
に
感
謝
し
た
い
し
、
コ
ク

ヨ
製
品
を
買
い
上
げ
の
お
客
様

に
も
感
謝
し
た
い
。
設
立
以

来
、
26
億
円
、
38
万
本
の
植
樹

を
行
っ
て
き
た
が
、
設
立
50
周

年
を
記
念
し
て
う
め
き
た
二
期

と
大
阪
・
関
西
万
博
の
二
大
事

業
に
関
係
各
位
の
協
力
を
得
て

参
画
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
た
、
緑
化
事
業
を
行
う
に
は

植
樹
す
る
場
所
が
な
け
れ
ば
、

活
動
で
き
な
い
が
、
大
阪
の
各

市
町
村
か
ら
場
所
を
提
供
し
て

も
ら
い
、
植
樹
を
続
け
る
こ
と

が
出
来
た
し
、
今
後
と
も
協
力

を
得
た
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
新

し
く
開
発
さ
れ
た
場
所
へ
の
植

栽
が
主
だ
っ
た
が
、
樹
木
に
は

命
が
あ
り
、
土
壌
改
良
や
植
え

替
え
作
業
な
ど
も
計
画
し
て
お

り
、
今
後
と
も
愚
直
に
植
樹
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
50

年
の
感
謝
を
込
め
て
挨
拶
し

た
。

　
続
い
て
、
来
賓
挨
拶
と
し
て

吉
村
洋
文
大
阪
府
知
事
が
「
街

作
り
を
し
て
い
く
上
で
緑
は
非

常
に
力
が
あ
る
。
大
阪
府
内
の

あ
ち
こ
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

一
つ
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
て
素

晴
ら
し
い
植
樹
を
し
て
も
ら
っ

て
い
る
黒
田
緑
化
事
業
団
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
し
、

原
資
と
な
る
コ
ク
ヨ
製
品
を
皆

様
と
買
っ
て
、
大
阪
府
下
全
域

で
素
晴
ら
し
い
緑
の
街
作
り
を

し
て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
。

　
続
い
て
、
横
山
英
幸
大
阪
市

長
が
「
多
く
の
寄
附
を
頂
き
改

め
て
感
謝
し
た
い
。
現
在
、
う

め
き
た
の
緑
地
化
は
じ
め
御
堂

筋
の
歩
道
空
間
化
、
な
ん
ば
・

高
島
屋
前
の
公
園
な
ど
梅
田
か

ら
御
堂
筋
を
通
っ
て
難
波
ま
で

人
が
憩
う
空
間
作
り
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
れ
を
行
う
た
め
に

は
緑
化
が
非
常
に
重
要
で
あ

り
、今
後
と
も
協
力
を
得
た
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
黒
田
理
事
長
に
対

し
て
吉
村
知
事
、
横
山
市
長
が

大
阪
府
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

も
ず
や
ん
と
万
博
公
式
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
を

伴
っ
て
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
続
い
て
、
松
井
一
郎
元
大
阪

府
知
事
・
前
大
阪
市
長
が
「
在

職
中
は
都
市
の
緑
化
の
大
切
さ

は
分
か
っ
て
い
て
も
そ
の
予
算

を
確
保
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た

が
、
黒
田
緑
化
事
業
団
の
寄
附

に
よ
り
府
市
の
緑
化
が
進
み
、

そ
の
お
陰
で
都
市
価
値
が
あ
が

り
、
固
定
資
産
税
の
納
税
も
大

き
く
増
え
、
現
在
は
府
市
と
も

に
財
政
が
豊
か
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
と
も
同
事
業
団
の
発

展
を
祈
願
し
た
い
」
と
乾
杯
の

音
頭
を
と
り
、
開
宴
し
た
。

　
宴
中
、
黒
田
理
事
長
よ
り
植

樹
事
業
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
が

行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
黒
田
家
及
び
コ
ク
ヨ

を
代
表
し
て
コ
ク
ヨ
・
黒
田
英

邦
社
長
が
「
私
が
生
ま
れ
た
時

に
は
既
に
黒
田
緑
化
事
業
団
が

あ
り
、
私
に
と
っ
て
は
当
社
の

株
配
当
で
植
樹
を
す
る
と
い
う

こ
は
特
別
な
こ
と
で
は
無
く
当

た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
10
年
前
に
は
、
株
配
当
し

て
も
大
阪
に
は
、
も
う
植
え
る

と
こ
ろ
が
な
い
と
言
っ
て
い
た

が
、
見
事
に
沢
山
の
植
樹
場
所

を
得
て
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
た
。
こ
れ
に
は
同
事
業

団
の
メ
ン
バ
ー
は
じ
め
植
樹
に

関
わ
る
関
係
者
の
協
力
に
よ
る

も
の
と
感
謝
し
た
い
。
緑
化
事

業
に
つ
い
て
は
植
樹
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
環
境
の
改
善
に
も
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
本
日

は
祝
辞
の
中
で
コ
ク
ヨ
製
品
を

買
う
こ
と
に
よ
り
緑
化
推
進
に

貢
献
し
よ
う
と
い
う
言
葉
を
頂

き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
企
業
活
動
を
通
じ
て

社
会
貢
献
を
期
待
し
た
い
」
と

中
締
め
挨
拶
し
て
閉
じ
た
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
情
報
委

員
会
（
口
分
田
尚
志
代
表
幹

事
＝
コ
レ
ク
ト
）

は
、
11
月
９
日
午

前
11
時
か
ら
株
式

会
社
デ
ビ
カ
東
京

支
店
３
階
会
議
室

で
、
１
月
10
、
11

日
、
東
京
文
具
共

和
会
館
（
共
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
で

開
催
す
る
、
文
具

メ
ー
カ
ー
合
同
見

本
市
「
第
37
回
２

０
２
４
年
新
春
文

紙
フ
ェ
ア
」
の
記

者
発
表
会
を
開
催

し
た
。

　
今
回
は
「
Ｓ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ

ｇ 

Ｎ
ｅ
ｗ 

新
し
さ
の
創
造
　

見
つ
け
よ
う
！
自
分
だ
け
の
推

し
文
具
～
あ
り
が
と
う
20
周

年
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
規
に
文

運
堂
を
加
え
て
、
41
社
57
小
間

の
規
模
で
開
催
す
る
。

　
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
対
策
も
実

施
し
、
入
口
で
検
温
お
よ
び
手

指
先
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
実

施
、
３
階
会
場
の
窓
の
常
時
開

放
、
マ
イ
ク
朝
礼
・
マ
イ
ク
終

礼
、
１
階
受
付
で
の
ク
ロ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
昼
食
サ
ー
ビ

ス
を
取
り
止
め
と
す
る
が
、
会

期
中
の
接
客
人
数
制
限
は
設
け

な
い
。

　
注
目
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
第

28
回
文
紙
フ
ェ
ア
大
賞
コ
ン
テ

ス
ト
」
は
、
来
場
者
お
よ
び
出

展
社
の
投
票
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞
そ
れ
ぞ
れ

１
社
を
表
彰
す
る
。「
新
製
品

部
門
」
は
２
０
２
３
年
１
月
以

降
の
発
売
商
品
も
し
く
は
今
後

発
売
が
予
定
さ
れ
て
い
る
商

品
。「
イ
チ
押
し
商
品
部
門
」

は
過
去
に
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞

を
受
賞
し
た
以
外
の
商
品
。
会

場
１
階
に
エ
ン
ト
リ
ー
商
品
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
設
営
、
会
期
２

日
目
の
午
後
３
時
半
か
ら
表
彰

式
を
行
う
。

　
好
評
の「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

は
、
空
く
じ
な
し
で
、
賞
品
を

用
意
。カ
タ
ロ
グ
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
サ
ン
プ
ル
な
ど
、
ヤ
マ
ト

運
輸
宅
急
便
で
送
る
サ
ー
ビ
ス

も
実
施
す
る
。

　
フ
ェ
ア
へ
の
案
内
は
郵
便

は
が
き
タ
イ
プ
と
電
子
媒

体
（
メ
ー
ル
）
を
用
意
。
事

前
登
録
は
文
紙
フ
ェ
ア
サ

イ

ト
（h

ttp
s://w

w
w

.
bu

n
sh

i-fair.com
/

）
で

12
月
中
旬
よ
り
受
付
開
始
予

定
。
新
春
文
紙
フ
ェ
ア
は
２
０

２
３
年
４
８
４
人
が
来
場
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
か
ら
回
復
傾
向

に
あ
る
。

　
出
展
社
（
41
社
）
の
顔
ぶ
れ

は
次
の
通
り
。

 

　
あ
か
し
や
、
ア
ス
カ
、
ア
ッ

ク
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ア

ル
テ
、 

馬
印
、
エ
ス
デ
ィ
ア

イ
ジ
ャ
パ
ン
、 

エ
ン
ゲ
ル
ス
、 

オ
ー
ト
、
オ
ー
プ
ン
工
業
、
オ

ル
フ
ァ
、
カ
ク
ケ
イ
、
北
星
鉛

筆
、
木
野
瀬
印
刷
、
共
栄
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
ク
ル
ー
ズ
、
呉
竹
、

寿
堂
紙
製
品
工
業
、コ
レ
ク
ト
、

サ
サ
ガ
ワ
、 

サ
ン
ケ
ー
キ
コ

ム
、 

サ
ン
ビ
ー
、
新
朝
日
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、セ
メ
ダ
イ
ン
、

デ
ビ
カ
、
寺
西
化
学
工
業
、
東

京
画
鋲
製
作
所
、 

ト
ー
ヨ
ー
、

長
門
屋
商
店
、
西
敬
、
日
本
理

化
学
工
業
、
ニ
ュ
ー
ク
イ
ン
、

ハ
ピ
ラ
、
光
、
ヒ
サ
ゴ
、
ヒ
ノ

デ
ワ
シ
、
ビ
ュ
ー
ト
ン
ジ
ャ
パ

ン
、不
易
糊
工
業
、文
運
堂
（
新

規
）、 

ベ
ロ
ス
、
マ
グ
エ
ッ
ク

ス
、
ミ
ツ
ヤ

　
な
お
、「
第
38
回
２
０
２
４

年
夏
の
文
紙
フ
ェ
ア
」
は
、 

２

０
２
４
年
７
月
９
、
10
日
に
開

催
予
定
。

　【
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
情
報

委
員
会
役
員
・
運
営
体
制
】

　
代
表
幹
事(

会
計
兼
務)

　 

口
分
田
尚
志
（
コ
レ
ク
ト
）

　
副
代
表
幹
事
　 

大
山
隆
久

（
日
本
理
化
学
工
業
）、 

林
俊
孝

（
デ
ビ
カ
）

　
幹
事
　
山
本
忠
利
（
サ
ン

ビ
ー
）、森
田
浩
揮
（
ア
ス
カ
）、

杉
谷
龍
一
（
北
星
鉛
筆
）

　
事
務
局
　
岩
田
順
司
（
オ
ー

プ
ン
工
業
）、
中
澤
誠
人

（
ニ
ュ
ー
ク
イ
ン
）、豊
澤
健（
新

朝
日
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）、

寺
西
廣
記
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
　
ｓ
ｗ

ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
）

　
相
談
役
　
吉
開
征
信

（
ニ
ュ
ー
ク
イ
ン
）

新
規
加
え
41
社
が
出
展

１
月
10
・
11
日

新
春
の
文
紙
フ
ェ
ア

ステーショナリー情報委員会の出席役員

設立50周年を祝う
〇…黒田緑化事業団…○

今後も愚直に植樹活動

吉村知事より感謝状受ける黒田理事長㊨


